
第
四
節
　
均
衡
あ
る
発
展
に
向
け
て
の
地
域
行
政
の
体
制
整
備

一
　
昭
和
四
十
～
五
十
年
代
半
ば
に
か
け
て
の
市
町
の
状
況

　
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
か
ら
三
十
六
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
昭
和
の
大
合
併
」
に
よ
っ
て
、
兵
庫
県
内

の
市
町
村
数
は
三
二
二
（
一
四
市
五
八
町
二
五
〇
村
）
が
、九
七
（
二
〇
市
七
六
町
一
村
）
と
概
ね
三
分
の
一
に
減
少
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和
三
十
七
年
に
加
古
郡
の
阿あ

閇え

村
が
播
磨
村
に
改
称
と
同
時
に
播
磨
町
に
な
り
、
全
国
都
道
府
県
で
最
初
に
「
村
」
が
な
く

な
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
三
十
四
年
に
印
南
郡
の
大
塩
町
が
姫
路
市
に
編
入
さ
れ
、
四
十
二
年
三
月
末
の
時
点
で
、
兵
庫
県
内
の

市
町
数
は
九
六
（
二
〇
市
七
六
町
）
に
ま
で
減
少
し
た
。

　
昭
和
四
十
年
代
の
合
併
の
事
例
と
し
て
、四
十
二
年
四
月
の
加
西
市
の
誕
生
が
挙
げ
ら
れ
る
。
播
磨
地
域
の
加
西
郡
三
町（
北

条
町
、
加
西
町
、
泉
町
）
は
、
い
ず
れ
も
昭
和
の
大
合
併
時
に
合
併
を
行
っ
て
い
た
が
、「
加
西
郡
は
一
つ
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、

新
設
合
併
に
よ
っ
て
加
西
市
が
誕
生
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
五
十
年
代
に
は
、
丹
波
地
方
で
も
、
五
十
三
年
三
月
二
十
八
日
に
、
多
紀
郡
の
篠
山
町
、
城
東
町
、
多
紀
町
が

合
併
し
て
、
新
た
に
篠
山
町
が
発
足
し
た
。
こ
の
合
併
で
は
、
地
域
の
中
心
で
あ
る
篠
山
の
名
を
町
名
に
残
す
こ
と
が
決
め
ら

れ
た
が
、
合
併
方
式
は
編
入
で
は
な
く
新
設
合
併
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
他
の
合
併
事
例
と
し
て
、
昭
和
五
十
四
年
二
月
に
行
わ
れ
た
加
古
川
市
に
よ
る
志
方
町
の
編
入
合
併
が
挙
げ
ら
れ
る
。

加
古
川
市
は
、
大
阪
や
神
戸
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
比
較
的
良
い
こ
と
か
ら
、
人
口
が
急
増
し
て
お
り
、
志
方
町
の
編
入
合
併
に
よ
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り
、
二
〇
万
人
を
突
破
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
昭
和
五
十
年
代

の
県
内
の
市
町
数
は
九
一
（
二

一
市
七
〇
町
）と
な
っ
た
。
な
お
、

以
後
、
い
わ
ゆ
る
「
平
成
の
合

併
」
の
全
国
初
の
事
例
と
な
っ

た
多
紀
郡
の
篠
山
町
、
丹
南
町
、

西
紀
町
、
今こ
ん

田だ

町
が
合
併
し
、

新
た
に
篠
山
市
（
現
丹
波
篠
山

市
）が
発
足
し
た
平
成
十
一（
一

九
九
九
）
年
ま
で
、
県
内
市
町

の
廃
置
分
合
は
な
か
っ
た
。

表 13　兵庫県内の市町（昭和 54 年 2 月時点）

地　域 市　　　町

阪神地域
神戸市 尼崎市 西宮市 芦屋市 伊丹市 宝塚市
川西市 三田市
［川辺郡］ 猪名川町

播磨地域

姫路市 明石市 相生市 加古川市 龍野市 赤穂市
西脇市 三木市 高砂市 小野市 加西市
［美嚢郡］ 吉川町
［加東郡］ 社町 滝野町 東条町
［多可郡］ 中町 加美町 八千代町 黒田庄町
［加古郡］ 稲美町 播磨町
［飾磨郡］ 家島町 夢前町
［神崎郡］ 神崎町 市川町 福崎町 香寺町 大河内町
［揖保郡］ 新宮町 揖保川町 御津町 太子町
［赤穂郡］ 上郡町
［佐用郡］ 佐用町 上月町 南光町 三日月町
［宍粟郡］ 山崎町 安富町 一宮町 波賀町 千種町

但馬地域

豊岡市
［城崎郡］ 城崎町 竹野町 香住町 日高町
［出石郡］ 出石町 但東町
［美方郡］ 村岡町 浜坂町 美方町 温泉町
［養父郡］ 八鹿町 養父町 大屋町 関宮町
［朝来郡］ 生野町 和田山町 山東町 朝来町

丹波地域
［氷上郡］ 柏原町 氷上町 青垣町 春日町 山南町

市島町
［多紀郡］ 篠山町 西紀町 丹南町 今田町

淡路地域

洲本市
［津名郡］ 津名町 淡路町 北淡町 一宮町 五色町

東浦町
［三原郡］ 緑町 西淡町 三原町 南淡町

第一編　高度経済成長とひずみ

100



二
　
広
が
る
地
域
連
携
の
取
組

広
域
市
町
村

圏
へ
の
動
き

こ
の
時
期
の
県
政
基
調
の
変
化
は
、
既
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
急
速
な
高
度
経
済
成
長
に
伴
う
ひ
ず

み
へ
の
対
応
で
あ
る
。
こ
の
点
は
市
町
・
地
域
情
勢
に
も
明
確
に
表
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
一
年
に
金
井
元

彦
知
事
の
下
で
策
定
さ
れ
た
県
勢
振
興
計
画
で
は
、
社
会
開
発
の
重
要
性
や
高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長
へ
の
転
換
、
高
度
成
長

に
伴
う
各
種
の
ひ
ず
み
の
発
生
と
い
っ
た
点
が
既
に
認
識
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
都
市
部
へ
の
人
口
集
中
や
農
村
部
か
ら
の

人
口
流
出
と
い
っ
た
社
会
経
済
情
勢
の
変
動
は
当
初
予
想
を
大
き
く
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
進
み
、
各
地
の
行
政
需
要
は
質
量
と

も
に
大
き
く
変
化
し
た
。
ま
た
、
県
の
振
興
計
画
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
国
の
基
本
計
画
で
あ
る
全
国
総
合
開
発
計
画
も
修
正

が
加
え
ら
れ
た
。

　
こ
う
し
た
情
勢
の
変
化
を
受
け
て
、
県
は
県
勢
振
興
計
画
の
修
正
を
行
い
、
昭
和
四
十
五
年
三
月
に
「
県
勢
振
興
計
画
─
創

造
的
福
祉
社
会
へ
の
道
─
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、「
高
度
経
済
成
長
に
伴
う
地
域
社
会
の
急
激
な
変
動
に
対
す
る

積
極
的
対
応
策
の
確
立
」
が
う
た
わ
れ
て
お
り
、
県
が
地
域
情
勢
へ
の
対
応
に
主
体
的
に
取
り
組
む
姿
勢
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

　
広
域
行
政
の
面
で
重
要
な
施
策
の
一
つ
に
、
広
域
市
町
村
圏
の
振
興
整
備
が
挙
げ
ら
れ
る
。
高
度
経
済
成
長
に
伴
う
都
市
部

へ
の
人
口
集
中
と
農
村
部
の
過
疎
化
を
受
け
て
、
昭
和
四
十
四
年
五
月
、
政
府
は
新
全
国
総
合
開
発
計
画
を
策
定
し
た
。
ま
た
、

同
年
八
月
に
、
総
理
府
に
附
属
す
る
地
方
制
度
調
査
会
は
中
間
答
申
を
出
し
、
今
後
の
国
や
地
方
公
共
団
体
が
重
点
的
に
取
り

組
む
べ
き
こ
と
と
し
て
、「
中
心
と
な
る
べ
き
都
市
と
そ
の
周
辺
農
林
漁
業
地
域
を
一
体
と
し
た
地
域
社
会
の
振
興
対
策
の
確

立
お
よ
び
辺
地
対
策
の
強
化
」
と
「
地
方
公
共
団
体
の
共
同
処
理
方
式
に
よ
る
広
域
行
政
体
制
の
推
進
」
を
挙
げ
た
。

　
こ
の
中
間
答
申
に
基
づ
い
て
同
年
十
月
に
広
域
市
町
村
圏
及
び
地
方
公
共
団
体
の
連
合
に
関
す
る
答
申
が
地
方
制
度
調
査
会
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に
よ
っ
て
出
さ
れ
、
自
治
省
は
こ
の
答
申
を
受
け
て
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
に
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
措
置
要
綱
を
定
め
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
各
都
道
府
県
知
事
は
、
市
町
村
長
と
協
議
の
上
、
広
域
市
町
村
圏
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
広
域
市
町
村
圏
の

振
興
整
備
を
す
る
た
め
の
広
域
行
政
機
構
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
圏
域
設
定
の
翌
年
度
か
ら
、
各
圏
域
に
お

い
て
計
画
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
広
域
市
町
村
圏
の
目
的
は
、
市
町
村
が
共
同
で
道
路
整
備
、
消
防
救
急
、
医
療
等
の
広
域
行
政
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
そ

の
た
め
の
具
体
的
な
方
法
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
一
）
都
市
と
そ
の
周
辺
農
山
漁
村
地
域
を
一
体
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
日
常
社
会
生
活
圏
の
地
域
を
広
域
市
町
村
圏
と
し

て
設
定
す
る
。

（
二
）
広
域
市
町
村
圏
内
の
関
係
市
町
村
が
、
協
議
会
ま
た
は
一
部
事
務
組
合
の
制
度
を
活
用
し
て
、
広
域
行
政
機
構
を
設
置

す
る
。

（
三
）
広
域
行
政
機
構
が
、
広
域
市
町
村
圏
の
広
域
的
か
つ
総
合
的
な
振
興
整
備
に
関
す
る
計
画
で
あ
る
広
域
市
町
村
圏
計
画

を
策
定
す
る
。

（
四
）
広
域
市
町
村
圏
計
画
に
基
づ
く
事
業
を
、
広
域
行
政
機
構
で
あ
る
一
部
事
務
組
合
、
広
域
行
政
機
構
で
な
い
一
部
事
務

組
合
、
関
係
市
町
村
な
ど
に
お
い
て
実
施
す
る
。

（
五
）
広
域
市
町
村
圏
計
画
の
策
定
と
こ
れ
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
、
国
は
必
要
な
行
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
。

　
前
述
の
点
か
ら
、
広
域
市
町
村
圏
で
は
、
既
に
成
立
し
て
い
る
日
常
社
会
生
活
圏
に
お
い
て
市
町
村
が
共
同
で
一
部
事
務
組

合
や
協
議
会
を
運
営
し
、
広
域
行
政
に
対
応
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
国
や
都
道
府
県
が
行
財
政
面
で
の
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市
町
村
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
も
強
調
さ
れ
た
。
特
に
、
広
域
市
町
村
圏
の
設
定
は
、
知
事
と
圏
域
を
構
成
す
る
市
町
村
長

と
の
協
議
に
よ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
都
道
府
県
の
果
た
す
役
割
は
大
き
か
っ
た
。

　
国
の
方
針
を
受
け
て
、
兵
庫
県
で
も
、
坂
井
時
忠
知
事
の
も
と
、
広
域
市
町
村
圏
設
定
の
基
本
方
針
と
し
て
、
①
県
勢
振
興

計
画
や
地
方
生
活
圏
と
い
っ
た
県
策
定
の
既
存
の
計
画
・
生
活
圏
と
同
じ
も
の
と
し
て
、
一
体
的
な
運
用
を
目
指
す
こ
と
、
②

神
戸
市
や
そ
の
周
辺
都
市
を
除
く
兵
庫
県
内
全
て
の
地
域
で
広
域
市
町
村
圏
を
設
定
す
る
こ
と
、
③
都
市
的
機
能
を
有
す
る
市

街
地
及
び
そ
れ
と
連
絡
交
通
が
あ
る
周
辺
地
域
か
ら
な
り
、
一
〇
万
人
以
上
の
人
口
規
模
を
有
す
る
区
域
を
圏
域
と
す
る
こ
と

な
ど
が
示
さ
れ
た
。

　
こ
の
方
針
に
従
っ
て
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら
四
十
七
年
に
か
け
て
、
北
但
、
南
但
、
播
磨
内
陸
、
淡
路
、
西
播
、
多
紀
郡
、

宍
粟
郡
、
播
磨
中
央
、
東
播
臨
海
、
氷
上
郡
の
計
一
〇
圏
域
が
広
域
市
町
村
圏
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。
一
〇
圏
域
の
設
定
後
も

県
は
総
務
部
振
興
課
が
主
体
と
な
っ
て
関
係
市
町
に
よ
る
広
域
行
政
の
展
開
を
後
押
し
し
た
。

　
広
域
市
町
村
圏
の
設
定
は
、
従
来
か
ら
あ
っ
た
生
活
圏
を
基
本
と
し
て
行
政
需
要
へ
の
対
応
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
行
わ
れ

た
。
北
但
広
域
市
町
村
圏
の
よ
う
に
、
広
域
行
政
の
伝
統
が
明
治
時
代
に
ま
で
遡
る
地
域
も
あ
り
、
そ
う
し
た
地
域
で
は
圏
域

の
設
定
が
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
。

　
だ
が
、
生
活
圏
の
違
い
や
更
な
る
合
併
へ
の
警
戒
等
か
ら
広
域
市
町
村
圏
の
設
定
の
機
運
が
乏
し
い
地
域
も
多
く
見
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
中
で
も
、
県
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
南
但
広
域
市
町
村
圏
の
設
定
で
あ
る
。
同
圏
域
に
あ
た
る
朝
来

郡
・
養
父
郡
の
八
町
で
は
昭
和
三
十
八
年
頃
か
ら
県
の
行
政
指
導
に
よ
る
地
方
自
治
法
第
二
五
二
条
の
二
に
基
づ
く
広
域
行
政

が
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
兵
庫
方
式
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
た
。
当
初
、
広
域
行
政
協
議
会
は
朝
来
郡
と
養
父
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郡
に
そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ
て
い
た
が
、
住
民
の
行
政
需
要
に
応
え
る
た
め
、
八
町

で
の
広
域
市
町
村
圏
の
設
定
に
至
っ
た
。
県
は
圏
域
の
設
定
に
あ
た
り
、
総
務

部
長
や
地
方
課
長
が
現
地
に
赴
く
な
ど
し
て
指
導
・
助
言
を
行
い
、
積
極
的
な

役
割
を
果
た
し
た
。

　
こ
の
他
に
、
宍
粟
郡
広
域
市
町
村
圏
の
設
定
に
つ
い
て
も
、
県
が
主
導
的
な

役
割
を
果
た
し
た
。
宍
粟
郡
で
は
県
振
興
課
の
指
導
と
協
力
の
下
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
各
町
の
町
長
か
ら
な
る
広
域
行
政
の

諮
問
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
広
域
行
政
を
進
め
て
い
た
。
そ
の
後
、
圏
域
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
県
振
興
課
長
が
現
地
に
出

向
き
、
研
修
会
が
開
か
れ
た
。

　
広
域
市
町
村
圏
の
設
定
の
後
、
各
圏
域
に
お
け
る
振
興
整
備
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
で
あ
る
広
域
市
町
村
圏
計
画
が
策
定

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
広
域
市
町
村
圏
計
画
は
、
当
該
広
域
市
町
村
圏
の
将
来
像
と
そ
れ
に
至
る
大
ま
か
な
道
筋
を
示
し
た

基
本
構
想
、
基
本
構
想
に
基
づ
い
た
具
体
的
な
方
策
を
示
し
た
基
本
計
画
、
基
本
計
画
で
示
さ
れ
た
根
幹
事
業
の
年
次
計
画
で

あ
る
実
施
計
画
の
三
つ
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
計
画
の
期
間
は
、
基
本
構
想
が
約
一
〇
年
、
基
本
計
画
は
五
年
、
実
施
計
画
は
三

年
と
さ
れ
た
。

　
広
域
市
町
村
圏
計
画
の
策
定
は
、
広
域
行
政
機
構
が
行
う
と
さ
れ
た
が
、
具
体
的
な
計
画
の
策
定
は
、
関
係
市
町
の
企
画
担

当
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
計
画
管
理
委
員
会
で
進
め
ら
れ
た
。
計
画
管
理
委
員
会
は
県
の
関
係
部
署
と
協
議
・
連
絡
を
行
い

な
が
ら
計
画
策
定
を
進
め
、
知
事
と
の
協
議
、
各
圏
域
の
審
議
会
で
の
審
議
を
経
て
最
終
的
な
計
画
が
決
定
さ
れ
た
。

写真 22　‌�県内で初めて
策定された北
但広域市町村
圏計画
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阪
神
丹
波

連
携
事
業

都
市
部
へ
の
人
口
集
中
や
農
村
部
か
ら
の
人
口
流
出
の
問
題
が
特
に
深
刻
で
あ
っ
た
の
が
、
阪
神
地
域
と
丹
波

地
域
で
あ
っ
た
。
高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
製
造
業
が
著
し
く
発
展
し
た
阪
神
地
域
で
は
、
人
口
の
増
加
が
続
き
、

人
口
過
密
に
伴
う
居
住
環
境
の
悪
化
な
ど
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
丹
波
地
域
で
は
進
学
や
就
職
に
よ

る
若
年
層
の
急
速
な
人
口
流
出
が
起
き
て
い
た
。
こ
れ
ら
両
地
域
の
問
題
を
一
体
的
に
解
決
す
る
た
め
に
昭
和
四
十
七
年
か
ら

進
め
ら
れ
た
の
が
、
阪
神
丹
波
連
携
事
業
で
あ
る
。

　
昭
和
四
十
七
年
四
月
、
六
市
一
一
町
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
阪
神
丹
波
地
方
行
政
連
合
協
議
会
」
が
発
足
し
、
連
携
事
業

の
内
容
や
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
が
行
わ
れ
た
。
調
査
研
究
の
結
果
、
阪
神
丹
波
連
携
事
業
の
最
初
の
事
業
と
し
て
建
設

さ
れ
た
の
が
、「
丹
波
少
年
自
然
の
家
」
で
あ
る
。

　
丹
波
少
年
自
然
の
家
の
主
た
る
目
的
は
、
阪
神
地
域
の
子
供
た
ち
を
中
心
に
、
積
極
的

に
自
然
と
触
れ
合
っ
た
り
、
友
人
た
ち
と
共
同
で
野
外
活
動
等
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、

健
や
か
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
坂
井
県

政
で
掲
げ
ら
れ
た
県
政
の
三
本
柱
の
一
つ
「
心
豊
か
な
人
づ
く
り
」
の
諸
政
策
に
含
ま
れ

て
い
た
「
青
少
年
交
流
の
広
場
づ
く
り
」
を
具
体
化
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
（
第
一
章

第
一
節
二
の
「
緑
の
回
廊
構
想
」
参
照
）。
丹
波
少
年
自
然
の
家
は
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
に

青
垣
町
西
芦
田
に
建
設
さ
れ
、
同
年
六
月
一
日
よ
り
供
用
開
始
と
な
っ
た
。

　
丹
波
少
年
自
然
の
家
の
利
用
状
況
は
、
供
用
が
始
ま
っ
た
昭
和
五
十
三
年
度
に
お
い
て
、

計
一
一
〇
団
体
、
延
べ
人
員
で
一
万
七
九
八
三
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
五
五
団
体
、
延

写真 23　‌�丹波少年自然の家（昭和 53 年）‌
（丹波少年自然の家事務組合提供）
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べ
一
万
二
二
七
八
名
が
阪
神
地
域
か
ら
の
利
用
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
翌
昭
和
五
十
四
年
度
は
、
団
体
数
、
延
べ
人
員
と
も

そ
れ
ぞ
れ
一
四
三
団
体
、三
万
一
二
七
五
名
に
増
加
し
て
お
り
、阪
神
地
域
か
ら
の
利
用
も
七
四
団
体
、二
万
五
五
四
名
に
上
っ

て
い
る
。

　
丹
波
少
年
自
然
の
家
で
は
、
子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
様
々
な
事
業
が
行
わ
れ
、
し
め
縄
作
り
や
キ
ャ
ン
プ
、
山
菜
摘
み
に

子
供
た
ち
を
中
心
に
多
く
の
参
加
者
が
み
ら
れ
た
。
昭
和
五
十
四
年
四
月
に
は
、
丹
波
少
年
自
然
の
家
の
施
設
管
理
と
運
営
を

共
同
で
行
う
た
め
に
、
関
係
市
町
か
ら
な
る
「
丹
波
少
年
自
然
の
家
事
務
組
合
」
が
発
足
し
た
。

三
　
自
治
振
興
助
成
事
業
の
創
設

　
県
に
よ
る
時
代
の
流
れ
に
応
じ
た
市
町
の
行
政
施
策
の
重
点
化
を
進
め
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
、
自

治
振
興
助
成
事
業
で
あ
る
。
こ
れ
は
金
井
県
政
期
の
昭
和
三
十
九
年
に
創
設
さ
れ
、
県
庁
内
で
は
地
方
課
が
主
に
所
管
し
た
。

そ
の
目
的
は
、
市
町
、
一
部
事
務
組
合
、
広
域
市
町
村
圏
が
行
う
自
治
振
興
事
業
に
対
し
、
県
が
助
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
事

業
の
総
合
的
、
計
画
的
な
実
施
を
推
進
し
、
地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
を
支
援
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
助
成
の
方
式
は
、

補
助
金
な
い
し
貸
付
金
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
な
お
、
自
治
振
興
助
成
事
業
の
財
源
は
、
県
営
競
馬
収
益
金
、
財
政
余
裕
金
等

に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
。

　
自
治
振
興
助
成
事
業
は
、
昭
和
三
十
九
年
度
の
補
助
金
二
・
四
億
円
、
貸
付
金
三
億
円
の
計
五
・
四
億
円
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

そ
の
後
、
補
助
金
・
貸
付
金
と
も
大
幅
な
増
加
を
続
け
、
昭
和
四
十
五
年
度
に
は
補
助
金
・
貸
付
金
と
も
に
一
〇
億
円
台
を
突

破
す
る
に
至
り
、
同
年
度
か
ら
「
自
治
振
興
助
成
事
業
」
と
し
て
特
別
会
計
を
設
定
し
た
。
自
治
振
興
助
成
事
業
費
は
、
そ
の
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後
の
坂
井
県
政
期
に
更

な
る
拡
充
が
行
わ
れ
、

昭
和
四
十
九
年
度
に
は

補
助
金
、
貸
付
金
あ
わ

せ
て
約
五
〇
億
円
と

な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
自
治
振
興
助
成
事

業
が
、
県
勢
振
興
計
画

で
示
さ
れ
た
「
高
度
経

済
成
長
に
伴
う
地
域
社

会
の
急
激
な
変
動
に
対

す
る
積
極
的
対
応
策
」

の
具
体
的
な
手
段
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
助
成
の
対
象
事
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
道
路
、
橋
な
ど
の
土
木
施
設
の
整
備
事
業
、
た
め
池
や
か
ん
が
い
排
水
な
ど
土
地
改

良
事
業
、
教
育
文
化
・
厚
生
福
祉
・
環
境
衛
生
に
関
係
す
る
施
設
の
整
備
事
業
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、

補
助
・
貸
付
と
も
道
路
や
河
川
、
都
市
排
水
と
い
っ
た
土
木
施
設
整
備
事
業
が
最
も
多
い
。

　
助
成
の
対
象
事
業
の
重
点
化
に
関
し
て
は
、
次
の
動
き
が
見
ら
れ
た
。
昭
和
四
十
四
年
、
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り
市
町
村
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は
議
会
の
議
決
を
経
て
基
本
構
想
を
定
め
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
昭
和
四
十
七
年
よ
り
広
域
市
町
村
圏
の
設
定
も
始

ま
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
動
き
に
合
わ
せ
、
自
治
振
興
助
成
事
業
は
、
市
町
基
本
構
想
に
基
づ
く
市
町
振
興
計
画
や
、
広
域
市
町

村
圏
計
画
に
計
上
さ
れ
た
計
画
性
の
あ
る
事
業
に
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
は
、
社
会
福
祉
、

生
活
環
境
、
教
育
文
化
等
住
民
に
直
結
し
た
公
共
施
設
の
整
備
推
進
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
五
十
二
年
度
か

ら
県
の
総
合
的
な
施
策
と
の
整
合
性
を
考
慮
し
重
点
的
に
助
成
す
る
た
め
、「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
施
策
」「
健
康
で
た
く
ま
し

い
県
民
の
育
成
」「
市
町
立
病
院
経
営
健
全
化
の
対
策
」の
三
つ
の
事
業
が
重
点
施
策
事
業
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

県
の
総
合
的
な
施
策
と
の
整
合
を
図
り
つ
つ
、
各
市
町
や
広
域
市
町
村
圏
の
行
政
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
助
成
が
行
わ
れ
て
い
た
と

い
え
よ
う
。

四
　
六
地
域
の
県
民
局
・
北
摂
整
備
局
設
置
に
よ
る
市
町
支
援

　
昭
和
五
十
年
四
月
、
坂
井
時
忠
知
事
が
提
唱
し
た
「
打
て
ば
響
く
県
政
、
行
動
す
る
県
政
」
を
実
現
し
、
県
民
の
負
託
に
応

え
る
現
地
解
決
型
の
県
政
を
進
め
る
た
め
に
、
企
画
部
に
県
民
局
（
六
地
域
）
及
び
北
摂
整
備
局
が
設
置
さ
れ
た
。
県
民
局
に

つ
い
て
は
、
新
た
に
、
阪
神
、
東
播
磨
、
西
播
磨
、
但
馬
、
丹
波
の
五
県
民
局
が
設
置
さ
れ
た
ほ
か
、
既
に
設
置
さ
れ
て
い
た

淡
路
地
方
振
興
局
が
淡
路
県
民
局
に
改
組
さ
れ
た
。

　
県
民
局
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
し
て
、
管
轄
地
域
内
に
お
け
る
整
備
や
自
治
振
興
の
他
に
、
県
民
相
談
や
県
政
に
関
す
る
広

報
及
び
広
聴
に
関
す
る
事
務
を
行
う
こ
と
、
管
轄
地
域
内
の
地
方
機
関
の
調
整
を
行
っ
て
地
域
に
お
け
る
県
政
の
一
体
性
を
確

保
す
る
こ
と
等
が
掲
げ
ら
れ
た
。
北
摂
整
備
局
の
設
置
目
的
と
し
て
は
、
北
摂
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
及
び
そ
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
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地
域
開
発
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
管
轄
地
域
内
に
お
け
る
地
方
機
関
の
調
整
に
関
わ
る
事
務

を
処
理
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　
県
民
局
・
北
摂
整
備
局
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
県
政
を
行
う
こ
と
や
、
い
わ
ゆ
る

縦
割
り
行
政
の
弊
害
を
是
正
す
る
た
め
の
総
合
調
整
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
と
い

え
る
。
県
民
局
・
北
摂
整
備
局
は
、
県
本
庁
と
市
町
と
の
間
に
位
置
し
、
県
の
政
策
や
予
算
に

つ
い
て
市
町
に
説
明
す
る
こ
と
を
基
本
的
な
役
割
と
し
つ
つ
、
時
に
は
市
町
の
要
望
を
県
本
庁

に
対
し
て
代
弁
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
発
足
時
の
六
県
民
局
、
北
摂
整
備
局
の
総
職
員
数
は
、
事
務
職
、
技
術
職
、
技
能
労
務
職
、

非
常
勤
嘱
託
等
を
合
わ
せ
て
一
三
〇
名
で
あ
っ
た
（
昭
和
五
十
年
五
月
一
日
時
点
）。
当
時
の
企
画
部
全
体
の
総
職
員
数
は
四
二

六
名
で
あ
り
、
か
な
り
の
人
員
が
割
か
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
六
県
民
局
の
組
織
に
つ
い
て
、
六
県
民
局
全
て
に
設
置
さ
れ
た
企
画
課
は
、
地
域
内
の
地
方
機
関
の
調
整
や
地
方
行
政
連
絡

会
議
を
主
と
し
て
所
管
し
、
県
や
市
町
が
関
わ
る
行
政
の
総
合
調
整
を
担
っ
た
。
同
じ
く
六
県
民
局
全
て
に
置
か
れ
た
県
民
課

は
、
県
民
相
談
や
県
政
に
関
す
る
周
知
・
意
見
聴
取
、
県
民
会
議
に
関
す
る
こ
と
、
青
少
年
の
指
導
及
び
育
成
並
び
に
こ
れ
ら

の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
を
所
管
し
、
主
に
県
政
の
広
報
及
び
広
聴
に
当
た
っ
た
。

　
地
域
整
備
課
は
、
県
と
市
町
が
関
わ
る
地
域
整
備
・
開
発
事
業
の
連
絡
調
整
と
県
独
自
の
地
域
開
発
及
び
地
域
計
画
に
関
す

る
こ
と
を
所
管
し
、
道
路
や
河
川
を
は
じ
め
と
す
る
整
備
・
開
発
事
業
の
総
合
調
整
と
県
に
よ
る
地
域
開
発
の
計
画
立
案
・
実

施
に
当
た
っ
た
。
地
域
整
備
課
は
、
地
域
の
開
発
や
整
備
が
他
地
域
と
比
べ
て
遅
れ
て
い
た
但
馬
県
民
局
と
淡
路
県
民
局
に
の

写真 24　‌�県民局長会の初開催（昭和 50年）
を報じる新聞（神戸新聞 昭和
50（1975）年 5月 8日）
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み
置
か
れ
た
。
振
興
課
が
所
管
す
る
事
項
は
、
市
町
に
お
け
る
地
方
自
治
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
、
市
町
の
行
政
・
財
政
及
び

税
務
の
指
導
監
督
に
関
す
る
こ
と
、
自
治
振
興
資
金
に
関
す
る
こ
と
、
過
疎
対
策
事
業
に
関
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
振
興
課
の

所
管
事
項
は
多
岐
に
わ
た
り
、
市
町
の
行
政
や
自
治
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
支
援
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
振
興
課
は
、

阪
神
県
民
局
以
外
の
五
県
民
局
全
て
に
置
か
れ
た
。

　
北
摂
整
備
局
は
、
北
摂
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
及
び
そ
の
周
辺
地
域
の
開
発
事
業
の
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
、
北
摂
地
域
の
整
備

に
関
す
る
こ
と
、
北
摂
地
域
内
の
地
方
機
関
等
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
を
所
管
し
た
。
当
時
、
人
口
二
〇
万
人
を
目
標
と
す
る

北
摂
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
建
設
が
県
主
導
で
進
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
石
油
危
機
に
よ
る
経
済
情
勢
の
悪
化
を
受
け
て
、
鉄

道
・
ダ
ム
建
設
が
一
時
的
に
停
止
さ
れ
る
な
ど
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
画
の
大
幅
な
遅
れ
が
生
じ
て
い
た
。
北
摂
整
備
局
は
、
こ

う
し
た
問
題
の
現
地
解
決
を
図
る
た
め
に
、
地
元
の
三
田
市
や
事
業
者
と
の
総
合
調
整
を
担
う
組
織
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。

五
　
財
政
危
機
か
ら
脱
却
す
る
市
町
財
政

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
戦
災
復
興
な
ど
の
行
政
需
要
の
増
加
や
昭
和
二
十
八
年
か
ら
の
不
況
の
も
と
で
兵
庫
県
内
の
市
町
村

財
政
は
極
度
に
逼
迫
し
、
二
十
九
年
度
末
に
は
三
一
五
あ
っ
た
市
町
村
の
う
ち
五
九
市
町
村
が
赤
字
に
な
っ
た
。
昭
和
三
十
年

度
に
お
い
て
も
四
〇
市
町
村
が
赤
字
と
な
り
、
こ
の
う
ち
一
九
市
町
村
が
地
方
財
政
再
建
促
進
特
別
法
に
基
づ
い
て
財
政
再
建

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　
昭
和
三
十
年
代
以
降
、
高
度
経
済
成
長
に
支
え
ら
れ
、
市
町
村
財
政
も
改
善
し
、
歳
出
総
額
は
三
十
年
度
の
二
五
一
億
円
が

三
十
九
年
度
は
八
五
七
億
円
と
一
〇
年
間
で
三
・
四
倍
に
、
ま
た
、
四
十
年
度
の
一
〇
五
六
億
円
が
四
十
九
年
度
は
五
九
八
八
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億
円
と
一
〇
年
間
で
五
・
七
倍
に
急
激
に
伸
長
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
四

十
八
年
九
月
の
石
油
危
機
を
契
機
と
し
て
、
税
収
の
伸
び
が
鈍
化
す
る
と
、

兵
庫
県
財
政
と
同
様
に
、
市
町
財
政
に
も
深
刻
な
影
響
が
及
ん
だ
。
す
な

わ
ち
、
市
町
の
実
質
収
支
は
昭
和
四
十
五
年
の
一
一
・
七
億
円
の
黒
字
が
、

四
十
九
年
度
が
六
・
九
億
円
の
赤
字
（
赤
字
団
体
数
一
一
市
七
町
）
に
、
翌

五
十
年
度
は
九
一
億
円
の
赤
字
に
な
り
、
赤
字
額
が
急
増
す
る
と
と
も
に
、

赤
字
団
体
数
も
一
三
市
一
二
町
に
増
加
し
、
昭
和
二
十
九
年
度
、
三
十
年

度
以
来
の
財
政
危
機
に
直
面
し
た
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
環
境
に
対

処
す
る
た
め
、
各
市
町
に
お
い
て
減
量
化
が
進
め
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
、

総
務
関
係
を
は
じ
め
と
す
る
内
部
管
理
部
門
や
公
共
事
業
を
所
管
す
る
土

木
建
築
部
門
に
お
い
て
大
幅
な
職
員
数
の
削
減
、
他
部
門
へ
の
配
置
転
換

が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
四
十
九
年
か
ら
五
十
一
年
に
か
け
て
法
人
住

民
税
の
超
過
課
税
を
実
施
す
る
市
町
が
相
次
い
だ
。
昭
和
五
十
二
年
度
に

は
市
町
全
体
の
実
質
収
支
が
黒
字
に
転
じ
、
五
十
五
年
度
に
は
全
団
体
の

実
質
収
支
が
黒
字
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
五
十
年
度
の
歳
出
総
額
六

九
九
二
億
円
は
、
五
十
九
年
度
は
一
兆
三
三
一
三
億
円
と
一
〇
年
間
で
倍

増
し
た
も
の
の
、
昭
和
三
十
年
代
、
四
十
年
代
の
伸
び
に
は
遠
く
及
ば
な
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い
も
の
と
な
っ
た
。

　
昭
和
四
十
年
以
降
の
歳
入
決
算
の
動
向
を
み
る
と
、
一
般
財
源
で
あ
る

地
方
税
の
歳
入
に
占
め
る
構
成
割
合
は
、
昭
和
四
十
年
度
三
八
・
五
％
と

約
四
割
の
水
準
に
あ
っ
た
。
石
油
危
機
に
よ
り
落
ち
込
み
、
昭
和
五
十
年

度
は
三
一
・
六
％
ま
で
低
下
し
、
五
十
五
年
度
ま
で
は
三
三
％
前
後
で
推

移
し
た
。
一
方
、
地
方
交
付
税
は
広
域
市
町
村
圏
対
策
、
過
疎
対
策
、
都

市
対
策
等
に
対
す
る
財
源
措
置
の
強
化
が
図
ら
れ
、
構
成
割
合
は
昭
和

四
十
年
度
の
七
・
二
％
が
四
十
五
年
度
に
は
一
一
・
一
％
と
増
加
し
、

昭
和
五
十
年
代
は
、
ほ
ぼ
一
〇
％
前
後
の
構
成
割
合
で
推
移
し
た
。
こ
れ

ら
の
結
果
、
地
方
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源
の
割
合
は
昭
和
四

十
年
度
以
降
四
五
％
前
後
で
推
移
し
て
い
た
が
、
財
政
危
機
に
直
面
し
た

五
十
年
度
は
四
二
・
九
％
と
落
ち
込
ん
だ
。
昭
和
五
十
一
年
度
以
降
回
復

し
、
五
十
八
年
度
は
五
一
・
六
％
と
五
〇
％
を
超
え
る
に
至
っ
た
。

　
特
定
財
源
で
あ
る
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
を
合
わ
せ
た
構
成
割
合
は
、

昭
和
四
十
年
度
は
一
八
％
と
な
っ
て
お
り
、
地
方
交
付
税
の
拡
充
の
な
か

低
下
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
財
政
危
機
の
五
十
年
度
以
降
は
二
〇
％
前
後
で

推
移
し
た
。
ま
た
、
地
方
債
は
、
昭
和
四
十
年
度
の
一
二
・
五
％
か
ら
逓
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増
傾
向
に
あ
り
、
五
十
年
度
に
一
五
・
九
％
と
上
昇
し
た
が
、
そ
の
後

は
低
下
基
調
と
な
り
、
六
十
年
度
は
八
・
〇
％
と
半
減
し
た
。
な
お
、

昭
和
四
十
年
か
ら
六
十
年
に
か
け
て
は
、
期
間
の
長
短
は
あ
る
も
の
の
、

九
市
三
町
が
普
通
交
付
税
不
交
付
団
体
と
な
っ
て
い
る
。

　
目
的
別
歳
出
決
算
額
を
み
る
と
、
高
度
経
済
成
長
に
伴
い
拡
張
し
続

け
た
市
町
の
歳
出
に
あ
っ
て
、
土
木
費
の
構
成
割
合
が
三
〇
％
前
後
で

最
も
高
い
水
準
で
推
移
し
た
。
だ
が
、
昭
和
五
十
年
度
以
降
の
財
政
危

機
の
影
響
に
よ
り
公
債
費
の
割
合
が
逓
増
し
た
の
に
対
し
、
土
木
費
の

構
成
割
合
は
二
五
％
前
後
に
ま
で
低
下
し
た
。
ま
た
、
民
生
費
の
割
合

は
一
〇
％
前
後
で
推
移
し
て
い
た
が
、
特
に
昭
和
四
十
年
代
後
半
か
ら

各
市
町
が
競
っ
て
福
祉
施
策
を
先
取
り
的
に
推
進
し
た
こ
と
な
ど
も
あ

り
、
五
十
年
代
は
一
五
％
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
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